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２００６年１１月期連結決算の概要２００６年１１月期連結決算の概要

５１

２８

３

(６.８%)    １２０

(７.５%)  １３２

１,７６０

２００５年度
実 績(A)

(＋４１.０%) ＋２１

△１２

＋３

(＋１７.７%) ＋２１

(＋１７.４%)  ＋２３

(＋６.１%)  ＋１０７

増 減（率）
(B) - (A)

７３当期純利益

１６

６

(７.６%)    １４１

(８.３%)  １５５

１,８６７

２００６年度
実 績(B)

特別損失

経常利益

売上高

特別利益

営業利益

２

０６年実績

（単位：億円）

経営指標経営指標

３

＋２３０人５,６１３人５,３８３人人 員

＋３９１８０１４１設備投資

(+0.9ﾎﾟｲﾝﾄ) ＋７７(28.6%) ５３２(27.7%) ４５４自己資本

＋２２１１,８６１１,６３９総資産

＋１３５６０４４６９有利子負債

＋１０８７７６減価償却費

１.１倍１.０倍Ｄ／Ｅ レシオ

２００６年度

実 績(B)

２００５年度

実 績(A)

増 減

（B）－（A）

（単位：億円）

０６年実績
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会社の所在地別の概況会社の所在地別の概況

１,７６０

△６５０

２,４１０

９６０

３６８

９１

８２

１９５

５９２

３５７

２３５

１,４４９

２００５年度

実績（A）

１,８６７

△７２７

２,５９４

１,０４７

４５９

１２６

９４

２３８

５８８

３４９

２３９

１,５４７

２００６年度

実績（B）

計

△７７消去・連結調整

アジア

欧 州

米 州

生 産

販 売

海
外

国
内

＋１８４小 計

＋８７

△４

＋４
子
会
社

＋１０７連結売上高

＋３５

＋４３

＋９７単 独

＋９１

＋１２

△８

増 減
（B）－（A）

○売上高 （単位：億円）

１３２

△６

１３８

４２

１８

４

△１

１５

２４

１６

８

９６

２００５年度

実績（A）

０△６

＋２３１６１

＋２４４

△３２１

＋１９

＋２３１５５

０４

＋４１９

＋２１１１７

＋５２３

＋１０

△４１２

増 減
（B）－（A）

２００６年度

実績（B）

○営業利益 （単位：億円）

４

０６年実績

２２０

０

８０

１４０

１８０

２００

１６０

１２０

～～

営業利益の増減要因営業利益の増減要因

５

億円

２００６年度
実 績

２００５年度
実 績

１５５

１３２

＋１９

コストダウン

売上・生産の増

固定費の増

原材料価格のアップ

△１８

販管費の増

＋２３億円

△２６

△１５

＋１２

販売価格の改善

＋４０

０６年実績

為替の影響

＋１６

住宅事業撤退の影響 △６
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事業セグメント別事業セグメント別 売上・営業利益売上・営業利益

（７.５%） １３２

１,７６０

（４.７%） ９

１９８

６０

１３７

（７.２%） ６６

９１３

３２２

５９１

（８.９%） ５７

６４８

１６７

１７７

３０３

２００５年度

実績(A)

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

(%) (B)－(A)

(＋１７.４%) ＋２３

( ＋６.１%) ＋１０７

(△４０.８%) △３

( △８.０%) △１５

(△２８.５%)  △１７

( ＋１.０%)   ＋２

(＋２４.２%)  ＋１６

( ＋９.２%)    ＋８４

(＋１２.８%)    ＋４１

(  ＋７.３%)    ＋４２

(＋１７.７%)    ＋１０

( ＋６.０%) ＋３８

( ＋７.９%)  ＋１３

( ＋９.０%) ＋１５

( ＋３.１%) ＋１０

増 減

１,８６７売 上 高 合 計

計

そ の 他

特 殊 鋼 １３９材

料

他

４３

１８２

（３.０%） ５

計

油 圧 機 器

ベ ア リ ン グ ６３４部

品

３６３

９９７

（８.２%） ８２

（９.８%） ６７

６８７計

機

械

工

具

（８.３%） １５５

１８１

１９２

３１３

２００６年度

実績(B)

ロ ボ ッ ト

工 作 機 械

工 具

営 業 利 益 合 計

（単位：億円）

６

０６年実績

主要事業の売上高主要事業の売上高 （機械工具）（機械工具）

275

303

313

173
177

192

142

167

181

0

100

200

300

（単位：億
円）

７

2004 2005 2006年度 2004 2005 2006年度 2004 2005 2006年度

工 具

工作機械 ロボット

３.１%増

９.０%増
７.９%増

０６年実績
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主要事業の売上高主要事業の売上高 （部品、特殊鋼）（部品、特殊鋼）

８

546

591
634

280

322

363

170
198 182

0

100

200

300

400

500

600

ベアリング

油圧機器
特殊鋼その他

（単位：億
円）

2004 2005 2006年度 2004 2005 2006年度 2004 2005 2006年度

７.３%増

８.０%減

１２.８%増

０６年実績

９

２００７年１１月期２００７年１１月期 利益計画利益計画 ０７年計画

７３

１６

６

(７.６%)    １４１

(８.３%)  １５５

１,８６７

２００６年度

実 績(Ａ)

(＋２.７%) ＋２

△２

△３

(＋５.９%) ＋９

(＋６.１%)  ＋１０

( ＋０.７%)  ＋１３

増 減（率）
(B) - (A)

７５当期純利益

１４

３

(８.０%)    １５０

(８.８%)  １６５

１,８８０

２００７年度

計 画(B)

特別損失

経常利益

売上高

特別利益

営業利益

（単位：億円）
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経営指標経営指標

１０

（単位：億円）

０７年計画

＋３７人５,６５０人５,６１３人人 員

＋２０２００１８０設備投資

(+2.3ﾎﾟｲﾝﾄ) ＋５５(30.9%) ５８７(28.6%) ５３２自己資本

＋３９１,９００１,８６１総資産

＋５５６６０６０４有利子負債

＋１０９７８７減価償却費

１.１倍１.１倍Ｄ／Ｅ レシオ

２００７年度

計 画(B)

２００６年度

実 績(A)

増 減

（B）－（A）

会社の所在地別の計画会社の所在地別の計画

１１

○売上高 （単位：億円） ○営業利益 （単位：億円）

０７年計画

１,８６７

△７２７

２,５９４

１,０４７

４５９

１２６

９４

２３８

５８８

３４９

２３９

１,５４７

２００６年度

実績（A）

１,８８０

△７３０

２,６１０

１,０６０

４８２

１３６

９２

２５３

５７８

３３０

２４８

１,５５０

２００７年度

計画（B）

計

△３消去・連結調整

アジア

欧 州

米 州

生 産

販 売

海
外

国
内

＋１６小 計

＋１３

△１０

＋９
子
会
社

＋１３連結売上高

＋１０

＋１５

＋３単 独

＋２３

△２

△１９

増 減
（B）－（A）

１５５

△６

１６１

４４

２３

４

０

１９

２１

１２

９

１１７

２００６年度

実績（A）

△７△１４

＋１７１７９

＋１３５７

＋６２７

＋２１１

＋１０１６５

＋２７

＋２２１

＋４１２２

＋７３０

＋２２

＋４１６

増 減
（B）－（A）

２００７年度

計画（B）
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事業セグメント別事業セグメント別 売上・営業利益予想売上・営業利益予想

１２

（単位：億円）

０７年計画

（８.３%） １５５

１,８６７

（３.０%） ５

１８２

４３

１３９

（８.２%） ８２

９９７

３６３

６３４

（９.８%） ６７

６８７

１８１

１９２

３１３

２００６年度

実績(A)

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

(%) (B)－(A)

( ＋６.１%) ＋１０

( ＋０.７%) ＋１３

(＋８０.０%) ＋４

( △９.４%)  △１７

(△５１.２%)  △２２

( ＋３.５%)   ＋５

( ＋７.３%)  ＋６

( ＋４.２%)    ＋４３

( ＋６.０%)    ＋２２

(  ＋３.２%)    ＋２１

(      － )  －

( △１.８%) △１２

( △６.１%)  △１１

( △６.７%) △１３

( ＋３.８%) ＋１２

増 減

１,８８０売 上 高 合 計

計

そ の 他

特 殊 鋼 １４４材

料

他

２１

１６５

（５.５%） ９

計

油 圧 機 器

ベ ア リ ン グ ６５５部

品

３８５

１,０４０

（８.６%） ８９

（９.９%） ６７

６７５計

機

械

工

具

（８.８%） １６５

１７０

１８０

３２５

２００７年度

計画(B)

ロ ボ ッ ト

工 作 機 械

工 具

営 業 利 益 合 計

０

１,８６０

１,８８０

１,９００

１,９２０

～～

売上高の増減要因（計画）売上高の増減要因（計画）

１３

億円

２００７年度
計 画

２００６年度
実 績

１,８６７

ベアリング事業

油圧事業

工作機械・ロボット事業

住宅事業
△２４

＋１３億円

△２４

＋１２

工具事業

＋２２

＋２１

０７年計画

材料事業 ＋５

１,８８０
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２００

０

１４０

１６０

１８０

～～

営業利益の増減要因（計画）営業利益の増減要因（計画）

１４

億円

２００７年度
計 画

２００６年度
実 績

１６５

１５５

コストダウン

売上・生産の増

固定費の増

原材料価格のアップ△１０

販管費の増

＋１０億円

△２０

△１０

＋１０

販売価格の改善

＋１３

＋２２

０７年計画

住宅事業の影響

＋６

第２部

２００７年度を展望する
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１５

16～17

18

19

20～21

22

23～24

25

１．２００７年度の中期的な見方

２．先行きの見方と当社のスタンス

３．経営のとり組み

① ウィングを拡げる

② エンジニアリングビジネスを推進

③ 先行投資型の経営

４．経営目標

２００７年度２００７年度をを展望展望するする

１．２００６年・２００７年度の業績１．２００６年・２００７年度の業績

５１

(６.８%)    １２０

(７.５%)  １３２

１,７６０

２００５年度
実 績

７５

(８.０%) １５０

(８.８%)  １６５

１,８８０

２００７年度
計 画

７３当期純利益

(７.６%)    １４１

(８.３%)  １５５

１,８６７

２００６年度
実 績

経常利益

売上高

営業利益

１６

（単位：億円）

３４.２％

７円

２０円４４銭

２６.５％

８円

３０円１６銭

２７.２％配当性向

８円

２９円３８銭

１株配当金

１株純利益
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中・長期的な位置付け中・長期的な位置付け

１７

1,472
1,588

1,880

1,531

1,760
1,867

1,466
1,339

1,429
1,541

76

165155

132

100

38
34

56
48 46

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180売上高

営業利益

売上(億円) 営業利益(億円)

3 3 3 3

8 8
7

5
33

0
2
4
6
8

配当(円)

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年

342

49

306

21%

769

52%

350

88

352

22%

798

50%

370

80

430

24%

880

50%

365

80

5 2 5

2 8 %

9 1 0

4 8 %

375

77

4 8 7

2 6 %

9 2 8

5 0 %

0

500

1,000

1,500

2,000

１８

市場別売上高市場別売上高
億円

１,４６６

１,５８８

１,７６０
１,８６７

産業機械

・建機・航空機など

拡大基調が継続

電機・電子

市販その他

２．先行きの見方と当社のスタンス２．先行きの見方と当社のスタンス

１,８８０億円

自動車

・世界生産は堅調

・設備投資は再拡大
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１９

３．経営のとり組み３．経営のとり組み

（１） ウィングを拡げる

・アライアンス、代理店・ディーラー、

サプライヤーとの連係を強化

（２） エンジニアリングビジネスを推進

・国内、アメリカ、アジアを中心に

エンジニアリングビジネスを展開

（３） 先行投資型の経営

・競争優位商品の生産体制をはじめ、

研究開発、人材育成に積極投資

２０

（１）（１） ウィングを拡げるウィングを拡げる ①①

137
175

198
223

0

50

100

150

200

0

20

40

60

80

2003 2004 2005 2006 2007年

ﾅﾁｼﾝﾋﾞｵ会 ﾅﾁｸｴｽﾄ会
ﾅﾁﾏﾃﾘｱﾙ会 ﾅﾁｼｽﾃﾑ会

アライアンスを拡げる
・グループ企業へ

・サプライヤー、

周辺機器メーカーへ

アライアンス相互取引金額

ナチディーラー会取引金額 流通店会を拡充
・代理店会

国内ナチ会 ：１４８社

海外ナチ会 ： ５５社

・ディーラー会：１４４社

・ナチメジャーディーラー会

各分野のトップディーラー

億円

億円
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２１

（１）（１） ウィングを拡げるウィングを拡げる ②②

433
545

714

1,009

0

200

400

600

800

1,000

8 ,300

11 ,000

11 ,800
12 ,000

4 ,000

6 ,000

8 ,000

10 ,000

12 ,000

2003 2004 2005 2006 2007年

パートナーシップを強化
・サプライヤー：１,４１０社

・優良サプライヤーと連係

ビジネスチャンスを拡大

ビジネスの場を提供
・ナチコンプレックス活用

業種・業界・地域を越えた

交流の場を提供（貸席業）

・異分野の情報を交換

新しい複合型ビジネスを

創出

サプライヤーのＶＡ・ＶＥ提案数

ナチコンプレックスの来訪者数

件

人

２２

（２）（２） エンジニアリングビジネスを展開エンジニアリングビジネスを展開

① ナチ・エンジニアリング（神奈川県綾瀬市）を設立

・工具の再研削・再コーティング、

ロボット、工作機械、熱処理装置、

ベアリング、油圧機器、特殊鋼の

複合型のエンジニアリングを展開

② アメリカ、中国にエンジニアリング拠点を設立し、世界に展開

国内外でエンジニアリングサービス拠点を拡充し、

エンジニアリングビジネスを事業の柱に育成する。

ナチ・エンジニアリング（４月完成予定）

NACHI PRECISION NORTH CAROLINA 那智不二越（上海）精密工具



13

２３

（３）（３） 先行投資型の経営先行投資型の経営 ①①

① 競争優位商品の圧倒的な生産体制を確立
・建設機械・ユーティリティ向けの油圧機器

・精密工具（ブローチ、歯切工具）

・産業機械用高機能ベアリング

・ロボット、特殊鋼ほか

② 研究開発力を強化
研究開発費（実質） ０５年：５４→０６年：６７→０７年：８０億円

・材料・熱処理技術を活かした部品事業を展開

・機械加工、ロボット技術を活かしたものづくり

社内売上 ０３年：６３→０６年：１１０→０７年１３０億円

競争優位商品の生産体制をはじめ、研究開発、

海外拠点、人材育成等に先行投資する。

油圧新工場（滑川事業所、今秋竣工）

③ 海外事業を拡充
・海外売上高比率３１％

→実質海外比率５５％

・海外拠点

０１年：３５→０６年：４６拠点

・０７年以降も、アジアを中心に海外事業を拡充

④ 人材を強化・・・一人１タレント活動を推進

２４

（３）（３） 先行投資型の経営先行投資型の経営 ②②

米州
50%

ｱｼﾞｱ

36%

欧州
14%

米州
40%ｱｼﾞｱ

45%

欧州
15%

2001年
433億円

2006年
582億円

20 16

350

114

278

800

675
530

486476

0

100

200

300

400

500

2003 2004 2005 2006 2007年

0

200

400

600

800

1,000

資格取得者(のべ人数)

取得者累計

技能士資格取得者の推移取得者数

人人

取得者累計

・技能を伝承

・人材の戦力アップ

研修・トレーニング強化

・モチベーションを向上
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２５

４．経営目標４．経営目標

２．４％

３円

５．２％

７６億円

２００３年

実 績

８．８％８．３％営業利益率

３．７％

８円

１５５億円

２００６年

実 績

２０１０年
目 標

（１０％台）

（１０円以上）

（３％台）３．４％ＤＯＥ

８円

１６５億円

２００７年

計 画

１株配当金

営業利益

hhｔｔｐｔｔｐ://www.nachi://www.nachi--fujikoshi.co.jp/fujikoshi.co.jp/

問い合わせ先問い合わせ先 経営企画部経営企画部

ＴＥＬＴＥＬ ０３－５５６８－５２１００３－５５６８－５２１０

ＦＡＸＦＡＸ ０３－５５６８－５２１５０３－５５６８－５２１５

EE-mail ： kikaku@nachi-fujikoshi.co.jp

本資料には、将来の業績見通し、事業計画等を記載しておりますが、
現時点での経済環境や事業方針など一定の前提にもとづいて作成
しております。
従いまして、実際の業績は、需要変動や為替変動などの様々な要素
により、業績見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき下さい。
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２００７年 １月３０日


